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2013201320132013 全道研修会報告全道研修会報告全道研修会報告全道研修会報告    

    

北海道自然観察協議会副会長    酒井酒井酒井酒井    健司健司健司健司    

 

2013 年 6 月 1～2 日に実施した全道研修

会「6 月の新冠判官館森林公園と十勝海岸湖沼の湿

原と原生花園を歩いてみませんか」の概略を報告

します。 

参加者は札幌 21 名・恵庭 3 名・小樽 3 名・

旭川 1 名・十勝 5 名・江別 1 名の 34 名。JR

札幌駅から中型の貸切バスを利用、十勝の

参加者は 2 日目から各自の車で合流しまし

た。2 日間、湿原研究の第一人者である矢部和夫

さん（札幌市立大学教授）に全行程を同行のうえ、

バスの中でのレクチャーと現地ガイドをしていただ

きました。   1 日目は、新冠町判官館森林公園の散策、天馬街

道を、野塚トンネルを通って晩成温泉からホロカヤ

ントー湖畔の海岸植生の観察後、晩成温泉の宿舎「原

生花園」に入りました。夕食時には、2日目に道案

内していただく十勝湿原研究所の矢崎友嗣さん、白

井温紀さんの紹介と挨拶を白井隆所長にいただき、

夜の懇親会にも出席いただきました。 
2 日目は、大樹町生花苗沼（オイカマナイトー）、

浜大樹の海岸、当縁（等ベリ）川の右岸湿原、大樹

町営晩成牧場、豊頃町長節湖の原生花園を観て、池

田から道東道に入り高速自動車道で札幌へ、18

時半ころ札幌に帰着しました。 

両日とも、多少霧や小雨に会いましたが、行

く先々ではタンチョウのつがいを観ることも出

来、楽しく、研修を終えることが出来ました。 

 

１１１１．．．．新冠町新冠町新冠町新冠町判官館判官館判官館判官館

はんがんだて
森林公園森林公園森林公園森林公園    

義経伝説のある新冠町の判官館森林公園

には、海に突き出た判官岬とその内側の湿原、

広葉樹林があり、標高約60m、66haの丘陵（海

岸段丘）内に多様な群落が見られます。 

アマニュウの同定のしかたについて、葉の

「2〜3 回の 3 出羽状複葉」の説明を矢部先生

から受けて森に入りました。例年より遅い春の

訪れが、この時期には通常見られない花が観

察できました。特に、オオバナノエンレイソウ、

サクラソウが丁度盛りで、キタコブシもまだ花を

咲かせていました。エゾカンゾウやガマズミ、コ

ンロンソウなどはまだつぼみの状態でしたが、

スズランは開花し始めたところでした。カタクリ

は果実をつけ、クマガイソウの花はもう見られ

ませんでした。植生リストにあった花の大きなウ

スイロオオバナノエンレイソウは現在、オオバ

ナノエンレイソウの変異種とされるとのことです。

                         サクラソウサクラソウサクラソウサクラソウ    
 タコッペ湿原には短いながらも木道があり、

矢部先生からヒラギシスゲから出来るヤチボウ

ズの構造や成長のしかたなどについて詳しい

解説がありました。 矢部先生矢部先生矢部先生矢部先生によるによるによるによるヤチボウズヤチボウズヤチボウズヤチボウズのののの説明説明説明説明    

岬先端の風の強いところではエゾタンポポ、

ハマハタザオも見られました。また、岬の崖の

際を飛翔するイソヒヨドリに感激しました。数人

だけが見られたことに、見られなかった参加者

は残念がっていましたが、２時間半の観察の
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後、判官館森林公園を後にしました。 

開花中のものは次のとおりでした。コテング

クワガタ（外来種）、シロバナノエンレイソウ、タ

チツボスミレ、ムラサキヤシオ、キジムシロ、サ

クラソウ、ホソバノアマナ、キタコブシ、バイケイ

ソウ、クルマバソウ、ニリンソウ、エゾタンポポ、

ヤブニンジン、ヤチブキ（エゾノリュウキンカ）、

スズラン、ヒメイズイ、オオバタチツボスミレ、ハ

リスゲ、ハマハタザオ、エゾイタヤ、エゾエンゴ

サク、マイヅルソウ、チゴユリ 

 

２２２２．．．．ホロカヤントーホロカヤントーホロカヤントーホロカヤントー湖畔湖畔湖畔湖畔、、、、海岸植物海岸植物海岸植物海岸植物    

 晩成温泉につくと、キタキツネのネズ

ミ？取りに出会い、小休止の後、海岸沿い

に西へ 500m ほどにある潟湖ホロカヤント

ーに向かいました。道沿いにはハマエンド

ウ、シロヨモギ、ハマニンニク、エゾコウ

ボウムギ、フウロソウ、スミレ、キジムシ

ロ、シコタンタンポポ（もしくはエゾタン

ポポ）、エゾオオバコ、ハマハタザオ、ハマ

ボウフウ、ハマニガナ、スカシタゴボウが

見られました。 

 ホロカヤントーの湖口は年に数回開く程

度で、通常は砂州でとじられていて、引き

続く海蝕台地上に特有な植生が発達してい

ました。湖面と水際にはレッドデータブッ

クに記載されているエゾノミズタデ。 水面水面水面水面にににに生生生生えるえるえるえるエゾミズタテエゾミズタテエゾミズタテエゾミズタテ    
海蝕台地上には、センダイハギ、ガンコ

ウラン、マルバトウキ、ウシノケグサ、シ

ャジクソウ、エゾノコギリソウ、ヒメイズ

イ、コウボウ、ナミキソウ、シコタンタン

ポポ、スズラン、ヤマハハコ、ハマベンケ

イソウ、ツリガネニンジンがみられました。 

３３３３    晩成温泉早朝散歩晩成温泉早朝散歩晩成温泉早朝散歩晩成温泉早朝散歩    

2 日目の早朝散歩は、温泉の裏側にあるふ

れあいの森からホロカヤントーを望む擦紋期

の縦穴群までの散策が中心。森は海岸側がカ

シワが主の広葉樹林で開花しているオオバナ

ノエンレイソウの大群落に大感動。ほかに開花

していたものにはヒメゴヨウイチゴ、タチツボスミ

レ、ツボスミレ、カラマツソウ、スズラン、キジム

シロ、エゾゼンテイカ、エゾイチゲ、コウボウが、

縦穴群から海岸〜温泉までにはニョイスミレ、

シロスミレ、スミレ、エゾオオバコ、エゾタンポポ、

ハマエンドウ、ヒメイズイ、シコタンタンポポ、ツ

マトリソウなどがみられました。 

 森林内森林内森林内森林内にににに咲咲咲咲きききき乱乱乱乱れるれるれるれるオオバナオオバナオオバナオオバナノノノノエンレイソウエンレイソウエンレイソウエンレイソウ    
    

４４４４    生花苗沼生花苗沼生花苗沼生花苗沼（（（（オイカマナイトーオイカマナイトーオイカマナイトーオイカマナイトー））））    

 晩成温泉の東にある生花苗沼では大きな

シジミがいて、資源保護のため年１回漁を

しているという。シジミを処理する施設の

ところでバスを降り、沼の景観を観る。 

     シジミシジミシジミシジミのののの獲獲獲獲れるれるれるれる生花苗沼生花苗沼生花苗沼生花苗沼    
タンチョウの番（つがい）が一つみられ

ました。周辺は富栄養化でアシが茂ってい

ましたが、開花しているエゾノリュウキン

自然観察 107 号(3) 



 

カも各所でみられました。 

 

５５５５    浜大樹海蝕崖上浜大樹海蝕崖上浜大樹海蝕崖上浜大樹海蝕崖上のののの風衝地及風衝地及風衝地及風衝地及びびびび当縁川河当縁川河当縁川河当縁川河

口右岸湿地口右岸湿地口右岸湿地口右岸湿地    

  浜大樹の海蝕涯の砂利道を東進すると右

側車窓にガンコウランの群落が見えてくる。こ

こで車を降り、群落内には亀の子たわしと玄関

マットで靴底の土を落として入りました。ここは、

外来の植物が侵入しないよう現地の研究者も

そのようにしているとのことでした。海蝕台地の

海岸縁に出来たこの群落には密生したガン

コウランの隙間や道沿いにセンダイハギ、

シコタンタンポポ、フデリンドウ、スズラ

ン、ヒメイズイ、キジムシロが咲いていま

した。 

 当縁川河口の右岸には湿地があり、シロ

スミレ、エゾカンゾウ、ヒメイチゲ、ハク

サンチドリなどが開花中で、ほかにはヒオ

ウギアヤメ、クロユリ、タチギボウシ、エ

ゾノシモツケソウ、ナガボノシロワレモコ

ウ、ムジナスゲなどが見られました。 

浜大樹の帰途、道の両サイドでキタキツネ

の子どもが巣から顔を出して私達を見送っ

てくれました。 

長節湖に向かう途中、幕別町忠類にある

町営牧場に立ち寄りましたが、ここではタ

ンチョウのつがいが優雅な姿を見せてくれ

ていました。 

 

６６６６    長節湖原生花園長節湖原生花園長節湖原生花園長節湖原生花園    

 豊頃町の長節湖は周囲 5km の鹹水（かんす

い）湖で、太平洋と幅の狭い砂丘で隔てら

れています。 海岸原生花園は、この砂丘上

の中央を走る町道の両側の約 500ｍで、西

端はキャンプ場と低く狭い砂州につながっ

ています。スミレ、エゾオオバコ、ハマエ

ンドウ、コウボウムギ、ハクサンチドリ、

シコタンキンポウゲ、クロユリなどが開花

していました。 

 帰途、豊頃までの沿道には道央ではもう

散っていたエゾノウワミズザクラが満開で

した。 

当縁川河畔当縁川河畔当縁川河畔当縁川河畔をををを観察観察観察観察     
第第第第２４２４２４２４回回回回    滝野滝野滝野滝野のののの自然自然自然自然にににに親親親親しむしむしむしむ集集集集いいいい実施報告実施報告実施報告実施報告                              実行委員事務・会計係 池田政明池田政明池田政明池田政明 今年は滝野自然学園の抽選で第一・二希望日が取れなかったのですが、お盆にもかかわらず一般参加の 8家族 18名［リピーター2家族］と、指導員 10 名で『滝野の集い』となりました。 指導員は会を盛り上げるためにも、キャンプファイヤーでは飛んだり跳ねたり、歌やゲームに頑張りました。また１日目の『せせらぎウオッチング』『飯盒炊事・カレー』『夜の集い』『星空ウオッチング』『ナイトハイク』、2 日目の『朝の集い』『自然観察ハイキング・ビンゴ』を、精力的に進めていきましたが、特に星空ウオッチングは、ベストコンデンションで大好評でした。 今年は、初めての指導員の参加もあり、参加された家族とも交流を深め、楽しく過ごすこ

長節湖長節湖長節湖長節湖    
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とができた集いでした。 実施日実施日実施日実施日：：：：2013201320132013 年年年年 8888 月月月月 10101010 日日日日[[[[土土土土]]]]～～～～11111111 日日日日[[[[日日日日]]]]    参加者参加者参加者参加者：：：：一般一般一般一般 18181818 名名名名[[[[大人大人大人大人 9999 名名名名、、、、子供子供子供子供 9999 人人人人]]]]                    指導員指導員指導員指導員 10101010 名名名名[[[[当日当日当日当日 7777 名名名名]]]]                                                                                            計計計計 28282828 名名名名        （（（（１１１１））））取組取組取組取組のののの経緯経緯経緯経緯    6／22[土] 第１回実行委員会  札幌エルプラザ 7／13[土] 第１回下見 学園裏山・厚別川支流、「ハイキングコース・西エリア」 7／29[月] 学園に利用申込み書等必要書類提出 8／3[土] 第 2回下見 学園裏山・厚別川支流[草刈り]、「ハイキングコース・西エリア」 計画細部の最終確認 8／6[火] 参加者申し込み締め切り、参加者名簿完成、班編成 学園に参加者数・給食数変更連絡、指導員マニュアル作成発送、保険手続き 8／7[水] しおり印刷、各種資料印刷、名札書き、雨天時のビデオ準備 8／10[土] 第 24 回 滝野の自然に親しむ集い[1日目] 8／11[日] 第 24 回 滝野の自然に親しむ集い[2日目]、反省会森の情報館[クラフト室] 8／14[水] 札幌市教育委員会へ後援行事終了報告書提出  （（（（２２２２））））内容内容内容内容とととと反省反省反省反省      ・北海道ウオッチングガイドを見ての参加は、8家族のうち２家族、リピーターは２家族、    知人の紹介、自然観察協議会の年間予定表、チラシで 3家族、その他１家族でした。   ・ナイトハイクは、いつもより森の中が暗かったせいか、星に手が届きそうでした。   ・夜空もはれわたり、夏の大三角形をはじめ、天の川や流れ星などはっきり観察できました。   ・懇親会、朝食では、子供たちに別々のテーブルを作ったのがよかった。   ・朝の散歩では、鳥の観察、草笛が子供たちに好評でした。   ・網でオオルリボシヤンマや、田んぼの中の生き物を採集し観察することができよかった。 ・アンケートで参加者からは、札幌市内でこれだけの自然を満喫することができ、夏休みの良い思い出ができましたと好評でした。 

   楽楽楽楽しかったしかったしかったしかったキャンプファイヤーキャンプファイヤーキャンプファイヤーキャンプファイヤー    夢中夢中夢中夢中になったせせらぎになったせせらぎになったせせらぎになったせせらぎ遊遊遊遊びびびび((((魚魚魚魚とりとりとりとり))))    
自然観察 107 号(5) 



 

473 回 NACS-J 自然観察指導員講習会報告 

  酒井酒井酒井酒井    健司健司健司健司

1 はじめにはじめにはじめにはじめに 第473回 NACS-J自然観察指導員講習会は、今年から１泊２日日程での開催となり、なごやかな雰囲気の内に無事終了しました。今回の講習参加者は 38 名を数え大変盛況でした。初日の天候は午前中小雨で先行きが心配されましたが、午後からは回復し、翌日は晴天に恵まれ、野外実習、ミニ観察会も無事に行うことができました。そして、19 名の方が北海道自然観察協議会の新しいメンバーになりました。  開 催日 2013 年 6月 15日（土）～16 日（日）、１泊 2 日 会場 室内講習・宿泊：恵庭市青少年研修センター、野外実習・ミニ観察会：恵庭公園 受 講者 38 名（定員 40 名、申込み 39 名（病欠 1 名）） 参 加費用 23,000円（受講料、初年度登録料、NACS-J 個人会費、テキスト代、保険料、宿泊食費（1泊 3 食）を含む） 日本自然保護協会（NACS-J） ：3 名 福田博一（本部）、勝山智男（講師、静岡）、小関孝一（講師、青森） 北海道自然観察 協 議 会（NOC）：5名 横山武彦（会長）、村元健治（編集部長）、池田政明（事務局長）、三澤英一（会計）、酒井健司（副会長） 同 恵庭支部会員：６名 池田厚、富田智恵、富塚陽子、九瀧雅恵、林祐子、間所公男 

ス タッ フ（ 敬称略） 

同 帯広支部会員：2 名 中村修一、中村典代 

共催 公益財団法人 日本自然保護協会（NACS-J）、北海道自然観察協議会（NOC） 後援 北海道教育委員会、恵庭市教育委員 
2    室内研修室内研修室内研修室内研修 講義① テーマ：「自然の保護」 講師：勝山智男氏 勝山講師は沼津高専の物理学の現役教師です。自然保護には自然のシステムの維持が大切であること、生物多様性の 4つの危機、生物多様性条約等について解説していただきました。自然のシステムの説明にはエントロピーをもちいるなど物理の先生らしい難解な説明もありましたが、話の展開の上手さから受講者は理解を深めたと思います。また、「どこからどこまでが自然保護か？」という問いかけを受講者に投げかけ、問題意識をもたせる工夫がみられました。  講義② テーマ：「自然の観察」 講師：小関孝一氏 小関講師は青森で活動されている方で、職業は IT 関連です。やわらかな津軽弁にユーモアを交え、「自然観察」の奥義を解説していただきました。自然保護に至る過程は「自然に親しむ」→「自然を知る」→「自然を守る」ことであること、自然観察には五感を使うこと、自然観察会での最大の失敗は種名のみの解説で終わること、肝心なことは自然の仕組みを理解させること等の含蓄に富んだ話は興味深いものでした。また、自然観察会を開催するにあたっての諸手続きや注意など経験にもとづいた役に立つ情報にあふれていました。 

自然観察 107 号(6) 



 

    
3    野外実習野外実習野外実習野外実習 会場となった恵庭公園はカシワやハルニレなどの巨木が空を覆い、オオルリ、 

指導員指導員指導員指導員のののの説明説明説明説明をををを聞聞聞聞くくくく    ゴジュウカラ、シジュウカラ、ツツドリなどの鳴き声に混じってアカゲラのドラミングが樹間にこだまする緑豊かな公園で、自然観察の材料には事欠くことがない恵まれたフィールドでした。講師の先生の解説は多様性にとみ、受講者は熱心に耳を傾け、質問し、仲間同士で意見を交わすなど、充実した中に和気藹々とした雰囲気が漂っていました。 
4    ミニミニミニミニ観察会観察会観察会観察会 受講者一人一人が講師となって行う模擬観察会（ミニ観察会）は受講者のみならずスタッフも緊張しましたが、それは杞憂でした。いざ実践となると、受講者はリラックスした表情で、すでに備わっている知識と経験をベースに、講師のアドバイスを適宜取り入れ、恵庭公園の自然の素材を巧みに使って、堂々とした解       

説ぶりでした。各人に与えられた時間は５分でしたが、それを超過することも多く、中身はそれ以上に相当するものでした。 

    受講生受講生受講生受講生がががが講師講師講師講師となってとなってとなってとなってミニミニミニミニミニミニミニミニ観察観察観察観察    
5    懇親会懇親会懇親会懇親会 初日の夕食後、受講者と運営スタッフが一同に会し、なごやかに懇親会が行われました。自己紹介は各テーブル（７から 8 名）毎に行われ、活発な会話が交わされました。なるべく多くの人と知りあうために、15～20分毎に席替えを 2回行った結果、時間のたつのを忘れるほどに盛り上がりました。これを機会に新しい交流が始まることが期待されます。 
6    おわりにおわりにおわりにおわりに 第473回 NACS-J自然観察指導員講習会はスタッフの奮闘と受講者の協力のもとに無事終了いたしました。今後受講者の方々が指導員として活躍されることを期待するとともに北海道自然観察協議会がバックアップ体制を充実することが必要とされます。末尾になりましたが、スタッフと受講者の皆様に厚くお礼申し上げます。また、恵庭の会員の方々には一方ならぬご尽力をいただき、講習会の運営が一層充実したものになったことに対し、重ねてお礼申し上げます。  

講師講師講師講師のののの話話話話をををを熱心熱心熱心熱心にににに聴聴聴聴くくくく受講生受講生受講生受講生    

自然観察 107 号(7) 



 

チョウチョウチョウチョウのののの採集採集採集採集とととと保護保護保護保護(5(5(5(5))))    

昆虫昆虫昆虫昆虫ボランティアボランティアボランティアボランティア    青山慎一青山慎一青山慎一青山慎一    オオルリシジミという草地性のチョウは、国内での産地が極めて局地的な希少種である。 長野県安曇野の個体群は、農地の大規模化によって生息地が徹底的に破壊されてしまった。このチョウの食草であるマメ科植物のクララは、古くは薬草として珍重され大切に手入れされてきたのだが、この農地改革によって里山が荒廃し、生息環境がさらに悪化してしまった。そのため国のレッドデータブックでは絶滅危惧種のⅠ種に分類されている。 信州大学の研究者や地元の愛好家たちは早くからこのチョウの保護に取り組んでいて、最初はクララの手入れと並行して、飼育で育てたものを放すという方法を繰り返したが、いっこうに効果は現れなかった。詳しい調査の結果、寄生性のハチやハエが深く関与しており、中でも卵に寄生するタマゴヤドリバチの被害が甚大であることが判った。また生息地の表土からは、平安時代から定期的に野焼きが行われていた痕跡が発見された。          そこでオオルリシジミが土中で蛹になる時期に合わせて野焼きを行い、ヤドリバチの発生を抑制したところ飛躍的に成果が上がったという。 この実践では、チョウの研究者や愛好家ばかりでなく、ハチやハエの研究家、植物の愛好家、さらにはかって罵(ののしり)あった野鳥の会など幅広い叡智を結集し、地域の歴史や風土まで踏み込んだ取り組みが高く評価されており、今後のチョウの保護を考える上で格好のモデルと言えよう。このような事業に対し行政が便宜を計らい、資金面での援助などをしてくれれば申し分ないのだが。 「チョウのことはチョウの専門家に任せればよい」という意見があるかも知れない。もし専門家を大学の先生や各種試験場などの研究機関の研究員、博物館の

学芸員を指すのだとすれば、残念ながら北海道にチョウの専門家は一人もいないし、全国的に見ても 10 指に満たないであろう。今の時代、チョウの研究だけでは職が得られないからである。 それ故、チョウの保護に関してわれわれアマチュア愛好家の果たすべき役割は益々大きくなってきているのだが、実はこれもまた先行きが怪しくなってきている。例えばわが国最大の組織である日本鱗翅学会(構成員のほとんどがアマチュアを占める)では、高齢化と新入会員の減少により毎年100 名単位で会員が減っている。最盛期には300 とも言われた地方の昆虫同好会も今やその 10 分の 1以下になってしまった。 小笠原の調査が島民の告発がきっかけであったように、もつと多くの市民が昆虫や植物や野鳥を通して自然環境の変化に関心を持つことが必要なのだと思う。 私はこのような市民モニターの育成が必要と考え、これまで全道各地で標本の展示による啓蒙活動と、主として小学生を対象とした昆虫教室や自然観察会を行ってきた。 現在も市内の小学校中高学年を対象に公益法人・北海道自然体験学習財団が主催する「子供自然体験塾」(俗称・青山塾)を実施しており、今年もこれとは別に紋別市立博物館での昆虫標本展と地元の小学生との採集会、標本作製実習を予定している。 もう決して若くはないが、体力が続く限りこの取り組みを続けると共に、この事業の後継者の育成にも力を入れてゆきたいと考えている。(終わり)
自然観察 107 号(8) 



 

        
いしかりいしかりいしかりいしかり砂丘砂丘砂丘砂丘のののの丘風資料館学芸員丘風資料館学芸員丘風資料館学芸員丘風資料館学芸員    志賀健司志賀健司志賀健司志賀健司    春から初夏。石狩の浜辺には“黒い石ころ”がたくさん転がっていることがあります。 石狩湾に面した、石狩市厚田区の無煙浜（むえんはま）。石狩川河口の北側、長さ１km くらいの小さな砂浜ですが、ときどき、大量の黒い石が打ち上がっていることがあります。石炭です（図 1）。そのことは昔から地元の人たちには知られていました。秋になると、冬の暖房用燃料のために石炭を拾い集めたそうです。 石炭は、過去の植物の化石。植物遺骸が泥や砂に埋没した後、長い年月の間に地熱や圧力によって変質してできた、可燃性の岩石です。世界の大きな炭田は主に古生代石炭紀（3億 5900 万年前〜2億 9900 万年前）に生育していた植物が起源です（だから「石炭紀」と呼ばれる）。それに対して日本で産出する石炭の多くは、新生代古第三紀（6600 万年前〜2300 万年前）の植物に由来しています。 無煙浜に漂着する石炭は、いったいどこからやってくるのでしょう？ 海底に炭層（石炭を含む地層）が露出している。太平洋戦争の最中に沖で石炭を運ぶ船が沈んで、沈没船から少しずつ流出している。地上の炭層を川が削って運んでくる。これまで、いろいろな説が言われてきました。  実は石炭がたくさん見つかる海岸は、無煙浜だけではありません。石狩川河口を挟んだ反対側、南側にあたる石狩浜にも、大量の石炭が漂着するのです。北海道教育大学の岡村聰教授らは、漂着石炭は石狩川河口周辺の浜に集中していること、他の川の河口周辺ではほとんど見られないこ と、石炭とともに、豊平川（石狩川の支流）から運ばれてきた軽石（4万年前の支笏火山の火砕流堆積物）もたくさ ん見つかること、などから、無煙浜の漂着石炭は石狩川から海に放出されたものが起源である、と結論づけました（岡村ほか 2005）。  石狩川の上流には、空知や夕張など大規模な炭田がたくさんあります。これらはまとめて石狩炭田と呼ばれ、日本最大規模のものです。石狩川の本流や、支流である空知川、幾春別川、夕張川などの流れが、石狩炭田の石炭を運んでくるのです。ただし、自然に川底に露出している炭層が削られてくるのか、人が掘った炭坑から流出してくるのかは、わかりません。 確かに、石狩浜でもたくさんの石炭が漂着しているのを見ることができます。多くは1〜2cmの小石程度のものですが、石狩川河口に近づくほど数も増え、大きな物も目立つようになります。河口のそばでは直径5cmを越える石炭も珍しくありませんし、過去には長径 28cm に達する石炭塊も発見したこともあります（図2）。   

海辺海辺海辺海辺でででで出会出会出会出会うううう漂着物漂着物漂着物漂着物    2222    石炭石炭石炭石炭    

図図図図１１１１    砂浜砂浜砂浜砂浜にたくさんにたくさんにたくさんにたくさん漂着漂着漂着漂着するするするする石炭石炭石炭石炭    

図図図図 2222    河口河口河口河口でででで見見見見つけたつけたつけたつけた最大最大最大最大のののの石炭塊石炭塊石炭塊石炭塊    直径直径直径直径はははは 28cm28cm28cm28cm    
自然観察 107 号(9) 



 

石狩湾を宇宙から撮影した画像を見ると、大量の濁った水が石狩川の河口から湾内に流入しているのが、はっきりとわかります（図 3）。  宇宙まで行かなくても、春に石狩浜に行けば、海の水が 2色にくっきりと分かれている様子が見えることがあります。青い海水と、黄土色の濁った水がぶつかり合っているのです。青い水は普通の海水、濁った水は石狩川河口から流れてきた大量の雪解け水です。実際に採水して塩分濃度を計測してみると、前者はだいたい 3％くらい、後者は 0.1％以下しかなく、舐めても塩味はほとんどわからないくらいです。それほど海水を薄めてしまう膨大な河川水が、上流から石炭を運んでくるのです。 石狩川に起源を持つ漂着物は、石炭だけではありません。流木やアシ、落葉など、やはり雪解けの頃や大雨の後に大量に河口近くの浜に漂着します。ペットボトルのようなプラスチックゴミもたくさん見られます。このように、陸で捨てられたものは最終的に海にやってくるのです。 そんな陸起源の漂着物が集まっている所をよく探すと、ごく稀にコハクを見つけることもできます（図 4）。コハクは、松ヤニのような樹脂の化石。石炭と同じく陸上の維管束     植物が起源なので、地層の中だろうと漂着物だろうと、石炭のあるところには一緒にコハクが含まれている可能性が高いのです。 石狩浜で見つかるといっても、せいぜい１cm くらいの小さなもので、宝石になるようなきれいなものは滅多にありません。 そもそも、石炭と違って、よっぽどじっくり探さないと見つかりません。石狩浜でコハクを拾い集めて商売しよう、という考えは持たないほうが良さそうです。     
    
                            身近身近身近身近にあるにあるにあるにあるフィールドフィールドフィールドフィールド 

    

釧路市釧路市釧路市釧路市    佐佐佐佐々々々々木木木木    文雄文雄文雄文雄         釧路市民の身近にあるフィールドを紹介したいと思います。  春採湖（はるとりこ）は釧路市の南東部に位 置する海跡湖で、昭和 12 年（1937年）12 月に「ヒブナの生息地」として国の天然記念物に指定されました。ハルトリとは山田秀三氏による

図図図図 3333    宇宙宇宙宇宙宇宙からからからから撮影撮影撮影撮影されたされたされたされた石狩湾石狩湾石狩湾石狩湾（（（（NASANASANASANASA）。）。）。）。大量大量大量大量のののの    土砂混土砂混土砂混土砂混じりのじりのじりのじりの水水水水がががが海海海海にににに流流流流れれれれ込込込込んでいるのがわかんでいるのがわかんでいるのがわかんでいるのがわかるるるる。。。。    

図図図図 4444    石狩浜石狩浜石狩浜石狩浜でででで発見発見発見発見したしたしたしたコハクコハクコハクコハク    

自然観察 107 号(10) 



 

と、アイヌ語でアル・ウトル「岬山の向こう側の土地」という意味で、釧路の人々が山向こうの土地の意味で呼んだといわれています。  湖の概要は面積 36.1ha、周囲 4.7km、標高0.63m、水深は最深 5.7m で平均 2.3m、特徴は市街地にあって多くの動植物が生息しており、ヒブナや国の指定史跡もあって自然観察や遺跡探訪ができる環境が残されていることです。  次に動植物の概要ですが、魚類は 4科 8種、鳥類は海辺の鳥、山野の鳥、湖沼の鳥など 36科 129種が観察されています。また、草花は 300
種余りで、湖岸をヨシの群落が帯状にふちどっています。昆虫も数多く生息し、チョウ類 47種、トンボ類は25種などが報告されています。  このような、街の中のオアシス的存在の春採湖には、大勢の市民がウォーキングやジョギングを楽しむために訪れ、周遊路を行き来する人たちと挨拶を交わしながら、一周 4.7km の変化に富んだ眺望を楽しんでいます。もちろん、各種団体や機関の主催する探鳥会、動植物や水辺の生き物観察会などが随時開かれ、格好のフィールドとして愛されています。  この春採湖から北東約 3km の所に、森の学校と評価される「武佐（むさ）の森」があります。もともと鉄道防雪保安林として残されていた、住宅地に隣接するおよそ 10haに樹齢 400 年近いミズナラの大木を始めとする落葉広葉樹がうっそうと生い茂り、50種余りの野鳥がさえずる豊かな森で開花時のオオバナノエンレイソウの大群落はとりわけ、人々の目を楽しませています。  このように、市民生活のすぐそばに自然の宝庫が広がっていることを、私たちは誇りに思っています。会員の皆様もご来釧のおりにはちょっと時間を割いて、ご自分の目でお確かめいただけませんか。お待ちしております。  今回は釧路市中心部のフィールドを紹介しましたが、近くには釧路湿原・阿寒・知床国立公園や厚岸・野付風連道立自然公園、そして京大研究林が標茶町と白糠町にと、多くのフィールドに恵まれていることを付記し結びとします。 

    

    

何何何何のののの苦苦苦苦もなくもなくもなくもなく見見見見られるられるられるられる大好大好大好大好きなきなきなきな錦沼錦沼錦沼錦沼・・・・小沼小沼小沼小沼のののの散策散策散策散策    

 

苫小牧市苫小牧市苫小牧市苫小牧市    渡部悦子渡部悦子渡部悦子渡部悦子    

    

木道に紅ひとはけのコブシ散る、そんな

季節もすぎ、山はアオダモの花が満開。良

い香りをただよわせております。錦大沼を

前に雄大にそびえる樽前山もすっかり雪も

とけ、登山シーズンを迎えたようです。 

錦大沼・小沼の散策路も小さな花から丈の

高い花々とかわろうとしております。 

キビタキ、オオルリ、カラスヘビ。何の苦

もなくみられるこの地を私は大好きです。

ランも 10数種みられ、それで十分です。 

 

 

 

 

自然観察 107 号(11) 



 

クマゲラクマゲラクマゲラクマゲラのののの餌場餌場餌場餌場をををを観観観観てててて    

    

江別市江別市江別市江別市    森森森森    繁寿繁寿繁寿繁寿    

 

野幌の森を散策しているとクマゲラが大

木に巨大な穴を掘ってて採餌している場面

に出くわすことがある。 

クマゲラは大木でどのように採餌してい

るのかその行動等を観察してみた。 

 

1111....木木木木にににに円錐状円錐状円錐状円錐状のののの丸丸丸丸いいいい穴穴穴穴をををを掘掘掘掘るるるるタイプタイプタイプタイプ  

トドマツの中程に止まったクマゲラを観

ていると、最初に嘴で外皮を剥ぎ落とし舌

先で入念に幼虫の居場所を探り、次に幼虫

が潜んでいる位置を特定すると一気に嘴を

木に打ちつけて円錐状の丸い穴を掘るのが

特長でその所要時間はわずか 10分余り。穴

の奥から引き出されたのは体長 6cm 余りの

大きな幼虫でした。 

 

2222....木木木木にににに長四角形長四角形長四角形長四角形のののの深深深深いいいい穴穴穴穴をををを掘掘掘掘るるるるタイプタイプタイプタイプ    

大木の地面から約 1～2m と低い位置に長

四角形の深い穴を掘るのが特長である。穴

を掘る所要時間は長く30分から1時間に及

ぶことがある。 

ちなみに穴の奥行きは、約 14～24cm、ま

た穴数は大小で 2～5個位見られる。 

ところで木の低い位置に潜んでいるのは、

アリ(ムネアカオオアリ等)が多くクマゲラ

はたっぷり時間をかけて捕食していた。 

一連の観察の結果、クマゲラが掘る穴の位

置や穴の形等で潜んでいる虫の種類も異な

ること。またクマゲラの糞の内容物を調べ

てみると、アリの残がい等が多かったこと

がわかった。今後とも様々な視点で観察を

続けたい。 

 

自然観察 107 号(12) 



 

  

変化変化変化変化にににに富富富富んだんだんだんだカタクリカタクリカタクリカタクリのののの突硝突硝突硝突硝山山山山    2020202013131313////5555////12121212    

    

5 月 12 日(日)、一般参加者 12 人、指導

員 4 人、取材のため同行された道新記者の

計 17 人による突哨山観察会。 

例年にない寒さのためカタクリの開花は

10 日ほど遅れたが、山を少し登るとカタク

リの群落がある。この日は、扇の沢ルート

を歩くが、最初は湿地帯でミズバショウ、

ザゼンソウが見られた。他にエゾエンゴサ

ク、フクジュソウ、ナニワズ、エンレイソ

ウ、ネコノメソウ等。 

最初の湿地帯から広葉樹林、放牧跡地で

草木の少ない明るい所、暗い針葉樹人工林

と歩くたびに木の種類等が次から次へと変

化に富む山である。 

途中、シラカバがあちこちで根こそぎ倒

れているのが目につく。そしてササ等が生

えていない所が少しでもあると自生してい

るカタクリ。毎年この時期 1 ヶ月程のみの

活動。7～8年かかってやっと咲くカタクリ!

その生命力に驚かされた。 

             (原部 剛)

    

奇跡奇跡奇跡奇跡のののの自然海岸自然海岸自然海岸自然海岸～～～～ハマナスハマナスハマナスハマナスのののの咲咲咲咲くくくくオタネオタネオタネオタネ浜浜浜浜～～～～    2012012012013333////6666/2/2/2/22222    

    

 

 夕べの雨もようやく上がり、何とか観

察会ができそうでほっと一息。 

指導員 6人に対し一般参加者が 10人とま

ずまずの参加者数。 

初めにオタネ浜が大都会に近接する貴重

な自然海岸であることをＰＲした後、それ

を実際に五感で体感してもらうことを伝え

てスタート。 

汀から順に砂浜、砂丘、後背湿地、そし

て後背林の順で見ていった。 

途中でバギー車の乗り入れで海浜植物が

剥ぎ取られて踏み固められた道や、一般ゴ

ミだけでなく業務用の大型ゴミまで捨てら

れている様に、一同溜息をつく。 

しかし、そうした中でも丁度、満開を迎

えたハマナス、ハマエンドウ等の花々の美

しさ、ヒシの葉などが生い茂ってひっそり

と佇む川跡(沼)、うっそうと繁る日本一と

云われるカシワ林等に接して皆、感動の声

を挙げていた。 

(村元 健治)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

2222013013013013 年講演会年講演会年講演会年講演会・・・・フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ研修会研修会研修会研修会のののの開催開催開催開催のごのごのごのご案内案内案内案内    今年も例年通り講演会と忘年会を下記の通り開催しますが、今年は新たに開催するフォローアップ研修会と兼ねて行いますので、新指導員はもちろん一般指導員の皆様、是非ご参加ください。 ◇◇◇◇日時日時日時日時    平成平成平成平成 25252525 年年年年 11111111 月月月月 30303030 日日日日((((土土土土))))    午後午後午後午後 1111～～～～4444 時時時時((((忘年会忘年会忘年会忘年会はははは講習会終了後講習会終了後講習会終了後講習会終了後、、、、別会場別会場別会場別会場でででで開催開催開催開催))))    ◇◇◇◇場所場所場所場所    「「「「かでるかでるかでるかでる 2.72.72.72.7」」」」1010101010101010 会議室会議室会議室会議室((((札幌市中央区北札幌市中央区北札幌市中央区北札幌市中央区北 2222 条西条西条西条西７７７７丁目丁目丁目丁目))))    ◇◇◇◇テーマテーマテーマテーマ((((予定予定予定予定))))「「「「自然観察自然観察自然観察自然観察のののの奨奨奨奨めめめめとととと自然観察指導員自然観察指導員自然観察指導員自然観察指導員としてのとしてのとしてのとしての役割役割役割役割とととと責務責務責務責務」」」」・・・・「「「「自然観察会自然観察会自然観察会自然観察会のののの開催方開催方開催方開催方法法法法とそのとそのとそのとその進進進進めめめめ方方方方ののののポイントポイントポイントポイント」」」」等等等等にににについて行う予定です。 「「「「救急救命講習会救急救命講習会救急救命講習会救急救命講習会」」」」はははは、、、、本年本年本年本年はははは平成平成平成平成 26262626 年年年年 1111 月月月月 18181818 日日日日((((土土土土    午前午前午前午前 10101010 時時時時～～～～午後午後午後午後 4444 時時時時))))にかでるにかでるにかでるにかでる 2.72.72.72.7でででで開催開催開催開催します。 詳細は次号の会報でお知らせします。 

自然観察 107 号(13) 



 

 

野幌森林公園観察野幌森林公園観察野幌森林公園観察野幌森林公園観察会会会会 13/5/2613/5/2613/5/2613/5/26    

 

大麻東小学校 4 年  新谷 凜菜 

 

横山さん、5 月 26 日はいろいろなことを

教えてくれてどうもありがとうございまし

た。 

 自然の中では街中では聞こえない鳴き声、

見られない物がたくさんありますね。5 月

に学校の遠足で同じ森林公園を歩いた時に

は気づかなかったのですが、1ヶ月もかか

らない花や草、何年、中には十何年もかか

る植物などがはえていたり、サッポロマイ

マイという大きいカタツムリなど、始めて

見た植物や生き物がいたのでびっくりしま

した。 

 私は昆虫などの生き物が好きなので、森

の観察会は興味がありました。あの時、植

物の話を聞いたり、小さいカタツムリを探

したり、自然の中で歩くのが楽しかったで

す。 

 歩き終わってゴールした時、改めて自然

は大事だなぁと思いました。なぜかという

と、自然をなくしてしまうと、植物も死ん

でしまうし、自然の中で暮らしている小さ

な虫や生き物達が大変な目にあってしまっ

たり、困る虫や動物もいると思うからです。 

 いろいろなことを教えてくれて本当にあ

りがとうございました。また自然と触れ合

える観察会に参加したいです。 

                             

大谷地大谷地大谷地大谷地のののの森公園森公園森公園森公園    11113/6/23/6/23/6/23/6/2    

 

宮越 洋子 

 

ぐずついた天気も 2、3 日前から一気に初

夏。 

ライラックの蕾綻び、モミジ、シラカバ

の花が咲き始め、北限のコナラも生き生き

とー。若葉の緑が眼に優しく爽やかに晴れ

た日。参加人数 20 名ほど。学生から 80 代

まで男女ほぼ半分。1 年振りにお会いする

指導員根岸先生。年齢を感じさせぬ程若い。

近々植物の本を出版とか是非手元にと思う。 

「大谷地歴史展望」の資料を配布され、

明治から大正、昭和の地図を手に現地高層

マンション等に囲まれた素敵な自転車ロー

ドに立ち感慨も一入(ひとしお)。明治 30 年

創立の大谷地神社、大谷地の森公園と保存

林の散策。 

ヒトリシズカ、エンレイソウなどの数々の

花々。 

タンポポ、アキタブキの説明も興味深く、

自然の変わらぬ営みと、祖先から営々と進

歩しながら続く人間社会を改めて感じた半

日でした。 

 

石狩石狩石狩石狩はまなすのはまなすのはまなすのはまなすの公園公園公園公園    13/6/2913/6/2913/6/2913/6/29    

    

矢木沢徳弘 

 

 当日は快晴、気温は 20℃を超え、浜風

がとても心地よく、最高の観察日和でし

た。たくさんの花を見ることができまし

た。真紅でいい香りのハマナス、ハマヒ

ルガオ、ハマエンドウ、ハマハタザオ、

レース状に広がるハマボウフウの花、そ

の大群落には驚かされました。保護にか

かわった方々の努力に拍手です。野鳥に

も感動。ヒバリ・ノビタキ・コヨシキリ

が目立ち、ホオアカ・オオジュリンも。

海岸土手の巣穴をひっきりなしに出はい

りするショウドウツバメ、海岸すぐ近く

で小魚をねらってダイビングするアジサ 

シも印象に残りました。 

 何よりも良かったのは、オカヒジキを

追いやるオニハマダイコンなどの帰化植

物が子孫を増やす戦略、海浜植物が風・

砂・日光から身を守る知恵・地下茎が砂

浜を守っていることなど指導員の方々か

らいっぱい話を聞けたことです。ありが

    
自然観察 107 号(14) 



 

とうございました。 

 

     滝野滝野滝野滝野のののの自然自然自然自然にににに親親親親しむしむしむしむ集集集集いいいい                                                        

13/8/1013/8/1013/8/1013/8/10・・・・11111111    

 

鈴木 ユカリ 

 今回初めて第 24回滝野の自然に親しむ

集いに参加しました。全体的なプログラム

の構成は良いと評価できました。個人的な

感想を述べますとはじめまして仲良しゲー

ムではお互いに知るために、カードを使用

したことは子供達にも分かりやすかったと

思います。その後のオリエンテーションと

食事ですが、もう少しアイスブレーキング

を取り入れても良かったのではと思います。 

食後にせせらぎウォッチングでしたが、

子供も大人も楽しめた行事だったと思いま

す。野外炊事も子供達が役割があることで

協力することを学べたのではと思います。 

 

 

 

 

 

夜の集いは最初にキャンプファイヤーを始

めましたが、自然学園の職員がリードをと

り子供も大人も真剣に取り組んでいたから

最後のオチでとても楽しむことが出来たと

思いました。 

 ナイトウォークでは、残念ながら動物達

の声は聞こえませんでしたが、安全に散歩

が出来ました。 

 星空ウォッチングではシートが湿ってい

たのが、ほかの参加者からも声が上がって

いたので、次回に良い方法をお願いします。

夏の星座は見つけづらいと聞いたことがあ

りますが、たくさん説明をしてくださり、

流れ星も見ることが出来て満足しました。 

 最後にせせらぎウォッチング、ナイトハ

イク、すずらん公園自然観察ハイキングの

帰りに、保護者にダニチェックの声かけを

していなかったのが残念でした。 

 

❤会計からのお願い 

 

 ・当会は、会員各位の会費によって運営されています。お蔭様で順調に納入されていま

すが、会費をまだ納めていない方は、同封の振込用紙をご利用ください。 

 

 ・年会費は 1,500円です。また未納期間が 2 年の方は 3,000円となります。振込用紙を

確認の上、納入お願い致します。 

  

・退会の申し出があるまで北海道自然観察協議会の会員です。 

  届出が出されるまで、会費をお支払いしていただきます。 

 

 ・郵便振替番号郵便振替番号郵便振替番号郵便振替番号    02710027100271002710----1111----8768876887688768    北海道自然観察協議会北海道自然観察協議会北海道自然観察協議会北海道自然観察協議会        

                                                                                三澤三澤三澤三澤    英一英一英一英一

自然観察 107 号(15) 
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